に似てい ると ころが ある。 はっき リ 客観の 句 だとす る 

あき 

と、 あまりに も あたりまえ 過ぎて 呆れる ばかり だし、 

村人の 眩き とすると、 少し 生彩 も 出て 来る けれど、 す 

ると また 前 句に 附き 過ぎる。 このへん 芭蕉 も、 凡 兆に 

いやけ 

やられて、 ちょっと！^ 気がさして 来たの か、 どうも 気 

乗りが しないよ うだ。 芭蕉 は 連句に 於いて、 わがまま 

をす る 事が しばしば ある。 まるで、 投げて しまう 事が 

ある。 浮かぬ 気持になる のであろう。 それ も 知らずに 

ただもう 面白が つ て 下手な 趣向 を こらして いるの は 去 

来で ある。 去来、 それにつ づけて、 

ただ どひ やうし に 長き 協 指 



ふき あんど 

藤の 芽と りに 行 燈.^ りけ す 

芭蕉が それに 続けた。 これ も、 ほんのお つき 合い。 

長き 脇 指に、 そつ ぼ を 向いて 勝手に 作って いる。 こう 

でもし なければ、 作り 様が 無かったろう。 とにかく、 

きょうかく 

長き 脇 指に は 驚愕した。 「行燈 ゆりけ す」 という 描写 

さすが 

は 流石で ある。 長き 脇 指 を 静かに 消して しまった。 ま 

ず、 まず どうにか 長き 脇 指の 仕 末が ついて、 ほっとし 

た 途端に、 去来 先生、 またまた 第三の 巨弾 を 放った。 

いわ 

曰く、 

道心のお こり は 花の つぼむ 時 

立派な もの だ。 もっともな 句で ある。 しかし、 ちつ 



とも 面白くない。 先日、 或る 中年の まじめな 男が、 私 

に 自作の 俳句 を 見せて、 その 中に 「月 清し、 い たづら 

者の 鏡 かな」 というの があって、 それに は 「法の 心 を」 

という 前書が 附 いていた。 実に、 どうに も 名句で ある _ 

私 は 一語の 感想 も、 さしはさむ 事が 出来なかった。 立 

派な 句に は、 ただ、 恐れ入る ばかりで ある。 凡 兆 も 流 

石に 不機嫌に なった。 冷酷な 表情に なって、 

能 登 の 七 尾の 冬 は 住 憂き 

と附 けた。 まったく 去来 を 相手に せず、 ぴしゃりと 

心の 扉 を 閉ざして しまった。 多少 怒って いる。 力 チン 

と 堅い 句 だ。 石ころみ たいな 句で ある。 旋律な く 修辞 
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